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   The statistical study on urolithiasis in our clinic from 1951 to 1960 was reported . 
The ratio of the number of the patients with calculus to the total number of the out-
patients in this clinic was 8.3 per cent, and the number of the patients with calculus in 
upper urinary tracts was much increased than that of the patients with calculus in lower 
urinary tract. So called typical stone wave was revealed . 

   Besides, the following several studies were reported in this 
paper : the location of 

calculi, age, sex, initial symptoms, complications, therapy and chemical analysis .

1は じ め に

わが兵庫県 と くに神戸市を中心 とす る南部 ,

瀬 戸内海沿岸は尿路結石多 発地帯 として知 られ

てお り,臨 床的かつ疫学的 に これ ら結石患者 を

観察することは本症の実体特にその成因 に関 し

てもいささかの知見を与 え得 るものと考え られ

る.

既 にわが教室 では1940年 以降,1950年 に 至 る

満11ケ 年間(内1ケ 年は全教室員応 召 の た め

教室 を閉鎖 したので正 し くは10ケ 年間)の 統計

的観察を報 じてい るが,今 回はその続篇 として

1951年 以 降,1960年 に至 る10ケ 年 間の眺 望につ
し へ

いて地べたい .

∬ 観 察 事 項

観察対象は昭和26年1月 より昭和35年12月 迄の10ケ

年間に来科せる尿路結石(前 立腺及び包皮内結石を含

む)患 者である.
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1.発 生 頻 度 第1表 年次別結石愚者数
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10ケ 年間の外来泌尿器科総患者数は10,039名 で あ

り,尿 路結石患者はこの内833名 を算え,8.3%の 高頻

度を占める.同 時に2ケ 所以上の結石を認めるものは

14例存在するから,之 らをそれぞれ別個に記載すれば

延847名 とな り,8.5%と なる.

既に1942年 高橋は本邦に於ける尿路結石症が特に瀬

戸内海沿岸に多発する事を認め,神 戸,大 阪地方を筆

頭とすると記載して居 り,近 年稲田らによる本邦症例

の統計的観察でも兵庫県は佐賀(13.27%),愛 媛(8

.88%)に っいで頻度高い地方とされ る(8.Ol%)

更に既報の前回の当教室10年 間の統計(1940年 ～1950

年)に 比較し,6.54%よ り8.3%へ と増々上昇の傾向

を認め,結 石患者総数も196名 より833名へ とまことに

著明な増加ぶりを示している.

之 ら結石患者を年次別に分類すれば第1表 に示す如

くで外来患者総数は逐年増加し結石患者数 もほぼ之と

同調して増多する.外 来総数に対する結石患者頻度は

年 度

1951

1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

1959

外来患者総数

1960

555

655

783

831

786

902

1,050

1,422

1,453

1,602

計 工0,039

結石齢 数魔(%)

47

59

64

76

119

74

63

104

95

132

833

8.5

9.0

8.2

9.1

15.1

8.2

6.O

7.3

6.5

8.2

8.3

第2表 結石部位による年度別統計

年賦 位
1951

1952

1953

1954

1955

1056

1957

1958

1959

1960

計

腎 結 石

左1酬 右

7

5

3

11

14

5

4

14

15

15

93

2

1

1

1

1

2

8

9

2

2

12

9

4

16

6

14

74

175(20.7%)

尿管結 石

左 陣 右

16

10

18

28

37

21

19

34

32

44

259

2

1

1

4

1

1

10

7

10

20

20

30

14

18

25

24

30

198

467(54.O%)

膀胱結石

14

21

16

14

19

18

17

16

20

21

176

20.8%

尿道結石

2

2

2

1

3

4

1

1

2

2

20

前立腺結石

1

2

4

8

2,3% 9.4%

包皮内結石

1

1

O.1%

計

48

60

65

77

121

75

63

106

99

133

847

いつ れ の年 代 も6%以 上 を示 し,1955年 に は強 い ピー

クを認 め る.

2.部 位による年度別頻度の比較

第2表 に示す如 く尿管結石が最 も頻度高く,467例

に のぼ り,全 結石患者の54%を 占め,次 いで膀胱結石

(20.8%),腎 結 石(20.7%),前 立腺 結 石(9.4%),

尿 道 結 石(2.3%)の 順 とな る.前10年 の統 計 に 比 較

す れ ば 尿管 結 石 は21.9%よ り54%へ と著 し く増 加 の傾

向 を示 す の に反 し,膀 胱 結 石 は59.2%よ り20.8%へ と

明 らか に減 少 す る点 が注 目 され る.即 ち1940～1950年

間 と1951～1960年 間 とでは 上 部尿 路 結 石 と下 部 尿 路 結
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第1図 上 部 尿路 結 石 と膀胱 結 石 の年 度 別 曲線

石の比率が全く逆の関係となり,こ こにもBibusの

言 うNierensteinWelle(結 石波)が 明瞭に存在 す

る.こ の関係を更に細かく年度別に示すのが第1図 で

あって,膀 胱結石は各年次共14～21例 の範囲に止まる

のに反し,上 部尿路結石は1951年 以降1955年 迄強いカ

ーブで上昇し,1956年 より57年にかけては一時軽減す

るが,之 以降は再び強く増加を示している.近 年に於

けるこうした上部尿路結石の増多は荒川,稲 田らによ

っても示されて居 り,全 国的な傾向と考えられる.

3.年 令 的 観 察

第2図 に示す如く結石頻発年代は20才代であ り,っ

いで30才,40才,50才 代の順となり,之 らの大部分は

上部尿路結石で占められる.し かるに60才 代以上にな

ると,一 転して下部尿路結石が増加し,特 に80才 以上

のものでは上部尿路結石は認められない こうした年

令的な結石症の数的関係は当教室前回の統計と全く一

致する.

各年令層毎に結石発生部位別に整理したのが第3図

であり,10才 未満では尿管,膀 胱結石のみであ り,10

才代ではすべての部位の結石が発生の可能性を示 し,

20才 代では尿管結石の著しいピークが認められ,次 い

で腎,膀 胱,尿 道結石の順 となる.尿 管結石の頻度は

50才 を過ぎると著減し,70才 以上では全く認 め られ

ず,之 に反して膀胱結石は50～60才 代に最多発し,80

才代の結石症は膀胱結石のみとなる,尿 管結石が20～

40才代に頻発する事は既にHigginsの 指摘する所で,
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第3図 年 令 別 部位 別結 石 曲線

本邦でも赤坂,清 水,稲 田等多数の報告がある.

膀胱結石は往時小児に頻発する疾患 と言われたが,

食餌と栄養の改善によって主として成人のみにみられ

る疾患となり,更 に文明国では老人病の範騰に入れら

れ ようとして居 り・之 らの消息は日本泌尿器科全書に

詳しいが・本教室の統計をふ り返つても前回の報告で

は膀胱結石のピークが30才 代にあつたのに反し,今 回

は60才 代 であつて,ま すますその感を強 くする
.
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4.性 別 的 関 係

結石患者延総数は847名 で,そ の内男子 は654 ,名で

77.1%を 占め,女 子は183名 で22.9%と な り,男 女 の

比率は3.4:1と なる.こ の数値は前回の統計に於 け

る15.6:1に 比 し,変 化が大きく,女 性の結石患者が

著増して来た事を示している.之 らの数値を更に臓器

別に表示したのが第3表 である.即 ち,腎 結石に於い

ては男女比はほぼ2:1で あるが,尿 管結石では3.5

:1,膀 胱結石では10.7:1,尿 道結石では19:1と 下

部に移るにっれて女子患者数が激減している.こ の事

は尿路の解剖学的関係から男子に於ける前立腺症,尿

道狭窄等の如き尿路の停滞と感染を来す諸要素が女性

には加わる事が少い事を端的に物語るものであろう,

第3表 性別部位別発生頻度
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腎 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

男

ll5

359

161

19

女

60

107

15

1

計

175

467

176

20

口51以 上

四20～50

【ZコlO・-19

囲9以'F

口0

第4図 地域的分布

第4表 再発例における間隔

5.地 域的分布

他府県在住の15例 を除き818例の患者は兵庫県 内に

現住所を有し,そ の殆んどが瀬戸内海側に居住してい

る.之 を図示すれば第4図 の如 くで,神 戸市は540名

と大半を占め,次 いで明石市が多い事は病院の位置的

関係上当然と考えられる.

淡路島は津名,三 原郡及び洲本市を併わせれば46例

の多きを算えるが,之 は同地に県立病院の設置される

迄は有床の医療施設に乏しかった事も一因と考えられ

る.津 名郡は三原郡及び洲本市に比し約3倍 の数値を

示しているが,之 は前統計でも述べた如く,神 戸市と

の交通の便によるものであろう.

1年 以 内

1～2年

2～3年

4年

5年

6年

8年

34

9

8

5

7

1

2

エo年

13年

14年

15年

20年

25年

4

1

2

2

2

2

第5表3回 以上発生例に於ける間隔

6.再 発 頻 度

症 例

再発性の結石患者は79例 でこの内男子は70例 女子は

9例 であり,之 らは結石患者総数の9.5%に あ た る.

再発例に於ける発生間隔は第4表 に示す所で,1年 以

内に再発する例が多 く,34例 と過半を占める.之 は結

石症の再発予防措置が不完全な事や,術 後患者が引っ

づき通院する事が少ない等の点にも一因があると考え

るが,結 石患者のもつ素因に帰す所も多いであろう,

更に3回 以上の再発例は第5表 に示す如くで3例 い

第1例

第2例

第3例

6

6

δ

1～2回 間

2年

14年

1年

2～3回 間

1年

3年

1年

3～4回 間

2年

1年

つれも膀胱結石である.

7.自 覚症発現より来院迄の期間

記載不明瞭な1例 を除き832例 の内訳は第6表 の 如

くである.勿 論この期間とは発症より医療を乞 う迄の
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第6表 自覚症より当科来院迄の日数

5日1ケ 月

以 内 以 内
6月 1年1～2年13年4年5年 6年

1

7年 』 年 9年 10年
10年
以上

腎 結 石

尿 管結石

膀 胱結石

尿 道結石

前立腺結石

15

134

15

9

67432012

1799437 8

5659249

6

4

3

1 1

1

1

5

5

1

1

2

2

1

2

2

2 1

1

1

1

2

2

1

1

2

1

2

第7表 自 覚 症 状

癌 鈍1排 終

末

尿1尿
後陣
頻 尿

線

'血
馴 尿腓 尿
線1尿

結

石

発 下
咽 下1陰 嚥

1腹 陣 白

蛋1倦i失i胃

11
1透

視

痛 痛

尿I

i時
痛1痛

不

快
一吐盛

滞

感 尿 絶

中

一_腿 ⊥遡

凋

濁

細1

小

困

難 閉

排

出 熱 痢

F

吐 痛

腫

脹 尿 副 怠 禁

で
発
見

腎 結 石1
1
58170 18 1

.一一

ヨ

13 61 7

一

2 1 4 2 , 1「11 1

尿管 結石
セ

302102E 23 4 1
ii21114
11

126 8 1 3 6 1 10 1 1

t
i

膀胱 結石 2112 70 10 1 229120 47 1 1 44 11 1 …l
I 1 1

尿道 結石 ll・ 12
1
11 2 10 5

i

I

l

前立腺結石
1

7 11 1 2 1 1
: …

包皮内結石 1 1[
1}1 [ ll

1

目数ではなく,当 科に来院する迄のものを指す訳であ

るが,尿 管結石では約1/3が5目 以内に来院し,月 余

に汎るものは少ない,こ の事は尿道結石でも同様で,

後 述する如く之らは強い緬痛発作乃至排尿困難に始ま

る事が多い為であろう.之 に反し腎結石及び膀胱結石

では1ケ 月乃至1年 に汎る例が多く,症 候が緩慢であ

る事を示している.

8.臨 床 症 状

症候記載の明確なもののみを表示したのが第7表 で

ある.上 部尿路結石ではその主症状はいつれも疹痛及

び血尿であり,腎 結石では腰部鈍痛を訴えるものが最

も多く70例(50%)を 占め,次 いで血尿(61例 一43.5

%)が あげられ,痛 痛発作も58例(41.5%)に 認めら

れる.鈍 痛の部位は腰部が最も多く,次 いで側腹部,

背部,下 腹部等である,蚕 白尿,あ るいは胃部透視等

偶然の機会に発見されたものも2例 を算える.尿 管結

石では癌痛発作が最も多く,302例(75%)で 殆 ん ど

を占め,こ の他鈍痛(102例 一24.5%),血 尿(126例

一31 .5%)が 主である.疵 痛発作時に嘔吐,発 熱,発

汗等全身性の反応を伴ったものも16例(11.4%)を 算

える,膀 胱結石では排尿時痛,血 尿,排 尿 困難,頻

尿,尿 線中絶等の順 となる.胃 部透視で偶然発見され

たものも1例 存在する.癌 痛発作を主症状とせるもの

も2例 あるが,い つれ も小結石であって,腎 又は尿管

結石として初発し,自 然落下後のものと思われる.尿

道結石では排尿痛(12例 一66.7%)を 主徴とし,之 に

排尿困難(10例 一55.6%),尿 閉(5例 一28%)が 加

わるが,初 発部位の上部尿路に由来する癌痛発作も1

例に認められる.前 立腺結石では過半は排尿時痛であ

り,包 皮内結石の1例 は陰茎腫脹を主徴 としている.

9.合 併 症

第8表 に示す如くであって,腎 結石にあっては先づ

下垂腎(6例)及 び馬蹄腎(2例)の 如く,腎 の位置

異常,形 態異常を示すものとの併存が注 目され,腎 結

石合併症中23.6%を 占める。之らは尿流が停滞を来し

易い事にも一因があろうが,一 方腎実質に対する血液

供給の不調が発生し易い点から,Gray,Westerborn,

Edwardsあ るいは森脇らによつて示される如き,血

流障碍と結石発生との結びっきとも関連づけられるで

あろう.次 に結石に続発したとみ られる尿路病変群即

ち膿腎・水腎・膀胱炎等も頻度高 く認められ,計11例

で32・3%を 占める・尿管結石症では続発性病変たる水
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第8表 合 併 症

腎

結

石

尿

管

結

石

膀

胱

結

石

尿
道
結
石

前結
立
腺石
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下 垂 腎6腎

膿 腎5

高 血 圧5

水 腎3

腎 結 核2

骨 盤 カ リエ ス2

馬 蹄 腎2

腎 腫 瘍1

炎1

膀 胱 炎1

齢 ズ ス性1
陰 嚢 水 腫1

前立 腺 肥 大1

精 嚢石 灰化1

膀 胱 腫 瘍1

膀胱結石中66%は 前立腺肥大症に,9%は 中柵に,6.

1%は 前立腺癌に起因せるもので,計81.6%が 所 謂膀

胱頸部疾患を有し,更 に6%が 尿道狭窄に由来すると

記載して居り,本 邦でも稲田らは昭和29年 度の膀胱結

石12例 中4例 に前立腺肥大症を認め,1例 に尿道狭窄

を証している.我 々の統計でも前立腺肥大 症は22例

に,尿 道狭窄は6例 に認められ,之 らは合併症を有す

る膀胱結石(44例)中 それぞれ50%及 び13,7%を 占

め,膀 胱結石患者総数からみれば12.5%(前 立腺肥大

症)及 び3.4%(尿 道狭窄)計15.白%の 高率にのぼる。

10.治

腎19前 立腺 肥 大2

療

水

虫 垂 炎11胸 椎 カ リエ ス2

腎 結 核5骨 折2

下 垂 腎4尿 管 脂 肪腫1

膿 腎3肉 痔 核1

腎 孟 炎2

膀 胱 炎2

来院患者中,診 断確定後直ちに他医に転じたものを

除き,実 際に加療せるものを表示すれば第9表 の如く

である,腎 結石にあつては,前 回の統計では腎切石術

を4例 に施したに過ぎなかったが,今 次統計では手術

的療法は64例 に施行されている.結 石の摘出方法にっ

いては10年 間の内,前 期5年 間(1951～1955)で はす

べて腎切開によっているのに反し,後 期5年 間(1956

～1960)に は腎孟切開によるものが14例 であり,腎 切

開によるもの11例 を凌駕している.こ の事はSuthe一

前 立 腺肥 大22膀 胱 癌1 第9表 治 療

尿 道 狭 窄6萎 縮 腎1

膀胱乳頭腫 2 子 宮 筋 腫1

糖 尿 病2乾 癬1

虫 垂 炎2高 血 圧1

前立腺結石 2

膀 胱 憩 室2

脊 髄 膀 胱1

腎

結

石

尿 道 狭 窄1

前立腺肥大1

尿

管
結
石

腎,膿 腎,腎 孟炎が最も多 く,計24計 で43.7%と 過半

を占める.下 部尿路の通過障碍は3例 に認められるの

みである.骨 疾患は4例 で7.3%と な る.虫 垂炎 が11

例にのぼるが之 らはいつれも初診前1ケ 月以内に手術

的加療を受けていたものであ り,本 症が虫垂炎 と誤ら

れ易い事を示すものであろう,

次に膀胱結石は上部尿路結石と異 り,下 部尿路の通

過障碍が決定的誘因となる事は多 くの識老の指摘する

所で,尿 停滞による結石核の増大と,既 存結石の排泄

困難がその理由とされる.既 にWishadら は242例 の

膀
胱
結
石

尿
道
結
石

腎 切 石 術

腎 摘 出 術

腎 孟 切 石 術

腎部分切除術

保存療法で落下

保 存 療 法

21

28

14

1

5

48

腎 摘 出 術

尿 管 切 石 術

保存療法で落下

保 存 療 法

2

82

81

170

高 位 切 開

経尿道的摘 出

保存療法で排石

保 存 療 法

22

76

12

ll

摘 出

外尿 道 口切 開

自 然 排 石

16

2

3
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rlandの 統計にも示される如 く,出 来る限り腎侵襲を

少なくしようとする最近の泌尿器外科の傾向を示す も

のである.尿 管結石では尿管切石術を行つたものは82

例で25%と な るが,保 存的療法で落下せるものも81例

とほぼ同数を占める.膀 胱結石では経尿道的操作によ

り摘出したものが最も多く,止 むを得ぬ例のみは切石

術によった.

自然落下せる結石の大ぎさを示すのが第10表 であ

り,小 豆大以下のものが殆んどであるが,示 指頭大の

膀胱結石が排出された例もある,

第10表 自然落下結石の大きさ

小

指
頭

大

示

指

頭

大_

11.結 石の化学的成分

分析結果は表示する如くで腎及び尿管結石では燐酸

塩を主成分とするものが最も多 く,次 いで修酸・尿酸

の順となる.膀 胱結石では尿酸塩が最 も多く認められ

た.

腎 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

米
粒
大
以
下

5

34

小

豆

丞

大

豆

大

221

・[

3

1

6

2

1

2 1

皿 む す び

5

第11表 主 成 分

数

腎 結 石

尿 管 結 石

膀 胱 結 石

尿 道 結 石

包皮内結石

計

23

34

36

7

工

101

尿翻 澱 塩1鍛塩1炭階

2

3

18

1

24

8

13

9

3

33

12

18

7

3

1

41

1

2

3

第12表 主成分及び副成分

数 尿酸塩幽 嶽 酸蔽 臨

黙鳶
膀 胱 結 司36

尿 道 結 石i7

包 皮 内 結 石1

3

3

20

3

1

13

22

16

12

2110

292

265

5

1

1951年 以 降1960年 に至 る10ケ 年 間 に神戸医大

泌尿器科を訪れ た尿路結石症患者 を統計的 に観

察 し,更 に既報 の前10ケ 年間 の統計 と比較 して

次 の如 き結果を得 た.

1)10ケ 年 間に833名 の結石患者が来訪 し,こ

れ は外来患者総数の8.3%に 当 る.

2)部 位 的には尿管 結石 が最 も多 く,54%を 占

め,つ いで膀胱結石(20.8%),腎 結 石(20,7

%),前 立 腺結石(9.4%),尿 道 結石(2.3%)

の 順 とな り,前 回の統計 に比 し上部尿 路結石の

激増が 目立つ

3)結 石症 頻発年令は20才 代 であ り,尿 管 結石

が最 も多L膀 胱 結石好 発年 令は60才 代 で あ

る.

4)男 女 の発生比は3.4:1で あ り,前 回 の 統

計に比 し,主 と して上部尿路結石症 に於 ける女

子患 者の激増 を認 める.

5)神 戸 市在住患者が最 も多 く,次 い で 淡 路

島,明 石市,西 宮近郊,及 び姫 路市 の 順 とな

る.

6)再 発 性結石患 者は9.59/oに 存 在 す る.

7)腎 結 石の合併症 としては腎の位置又は形態

の異常が最 も多 く,尿 管結石で は結石 に続発す

る病変 が多 い.膀 胱結石で は下部尿路 の通過障

碍を併存 す る例 が多 く,15.9%に 及 ぶ.

8)腎 結 石 の治療 には腎孟切石 術の増加が 目立

ち,腎 切 石術,腎 易lj出術 の適応 は限定 され る傾

向にある.尿 管結石では手術的療 法撰択例 と保

存的療法成功例 とは,ほ ぼ 同数 を算 え,小 豆大

以下 の ものは自然落下 の可能性 が大 きい.

9)結 石 の主成分 は上部尿 路結石では燐酸塩,

下部 尿路結石では尿酸 塩が多い

計 101306382 17

(本稿の要旨は第18回 日本泌尿器科学会関西地方会

に於いて報告した.)
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